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第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会　

２　

中
央
会
の
動
き　

３

56
組
合
等
の
動
き（
青
年
中
央
会
・
記
念
事
業
ほ
か
）　

４
〜
５

ミ
ラ
ノ
だ
よ
り　

６　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ミ
ラ
ノ
）　

７

組
合
ク
リ
ニ
ッ
ク（
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
つ
い
て
）　

８

　

月
の
景
況
調
査　

９　

支
所
だ
よ
り　
　
　

事
務
局
だ
よ
り　
　

11

１２

１３

　

中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
以

下「
中
央
会
」と
い
う
。）で
は
、美

濃
焼
関
係
業
者
等
に
呼
び
か
け
、

和
食
器
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
中
小
企
業
が
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
緊
密
な「
摺
り
合
わ
せ
」を
通
じ
て
、柔
軟
に

「
強
み
」
を
相
互
に
補
完
し
な
が
ら
高
付
加
価
値
の
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
新
た
な
連
携（
新
連
携
）を
支
援
す
る

た
め
国
が
中
央
会
に
委
託
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

岐
阜
県
の
陶
磁
器

（
飲
食
器
）
は
、
昭
和

五
十
九
年
の
最
盛
期

に
は
、
輸
出
向
け
出

荷
額
が
二
百
七
十
七

億
円
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
一
〇
％
に
ま
で
激
減
し
て

い
る
。

　

こ
の
輸
出
の
落
ち
込
ん
だ
理
由
は
、
円
高
に
よ
る
市
場
競

争
力
の
低
下
、中
国
等
ア
ジ
ア
諸
国
の
台
頭
、政
府
の
内
需
拡

大
策
等
が
考
え
ら
れ
る
。こ
の
た
め
、
輸
出
向
け
業
者
の
多
く

が
貿
易
か
ら
撤
退
し
、
内
需
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
限

ら
れ
た
市
場
で
あ
る
国
内
市
場
は
、
厳
し
い
過
当
競
争
と
な
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、安
価
な
中
国
商
品
が
国
内
市
場
に
大
量
に
入
り
、

価
格
破
壊
を
起
こ
し
売
上
げ
の
減
少
、
利
益
率
の
低
下
等
に

よ
り
、
急
激
に
美
濃
焼
産
業
の
体
力
が
低
下
し
深
刻
な
状
況

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

当
産
地
は
、最
盛
期
に
は
一
、三
〇
八
の
メ
ー
カ
ー
が
二
二
、

〇
〇
〇
人
を
超
え
る
従
業
員
を
擁
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、現
在
は
六
四
六
の
メ
ー
カ
ー
に
従
業
員
は
、約
七
、

〇
〇
〇
人
と
メ
ー
カ
ー
は
半
減
し
、
従
業
員
は
三
分
の
一
に

減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
中
央
会
が
旗
振
り
役
と

な
っ
て
、
陶
磁
器
メ
ー
カ
ー
、
卸
、
輸
出
陶
器
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
加

工
業
者
等
が
連
携
組
織
を
つ
く
り
、
①
海
外
市
場
に
向
け
た

新
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
新
商

品
の
開
発
②
開
発
さ
れ
た

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

③
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
を

海
外
市
場
に
提
案
④
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
情
報
発
信
と
海
外
市

場
の
反
応
調
査
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

利
用
⑤
海
外
見
本
市
へ
の
出
展
⑥
海
外
市
場
に
向
け
た
和

食
器
開
発
の
た
め
の
情
報
収
集
、提
供
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
連
携
化
の
規
約
制
定
や
取
引
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、構
成
員
の
決
定
、新
年
度
に
は
事
業
活
動
の
開
始
、二
〇

〇
六
年
度
に
は
、
法
人
化
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド

名「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
」（
仮
称
）の
も
と
海
外
市
場

を
目
指
し
て
お
り
、
産
地
で
は
大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
期
待
が

膨
ら
ん
で
い
る
。

�
…
�

『
�

』（
平
成
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月
）

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

海
外
向
け
新
ブ
ラ
ン
ド
確
立

美
濃
焼
産
地
新
連
携
体
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岐
阜
県
か
ら
の
参
加
者

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�

絆
の
強
さ
を
示
し
た
大
会
で
あ
っ
た
。

　

大
会
で
は
、開
会
に
先
立
ち
中
越
地

震
の
犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
が
行
わ

れ
た
後
、全
国
中
央
会
の
石
川
忠
会
長

よ
り
主
催
者
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
引

き
続
き
行
わ
れ
た
議
事
で
は
、
十
三
の

決
議
事
項
を
採
択
し
、
今
後
国
等
の

関
係
機
関
に
対
し
、陳
情
・
要

望
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、『「
新
潟
県
中
越
地

震
」
被
害
に
対
す
る
万
全
で

き
め
細
か
な
復
興
支
援
対
策

を
！
』が
特
別
決
議
さ
れ
た
。

　

大
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議

事
項
は
次
の
と
お
り
。

　

①
景
気
対
策
の
実
施
と
中

小
企
業
対
策
・
中
小
企
業
連

携
組
織
対
策
の
充
実
・
強
化

②
中
小
企
業
経
営
革
新
等
総

合
支
援
法
（
仮
称
）に
よ
る
組

合
等
連
携
組
織
の
支
援
強
化

③
中
小
企
業
金
融
対
策
の
充

実
④
景
気
に
配
慮
し
た
税
制

の
見
直
し
と
中
小
企
業
関
係

税
制
の
充
実
・
強
化
⑤
中
小
企
業
の
円

滑
な
事
業
承
継
を
可
能
と
す
る
税
制

の
確
立
⑥
信
用
組
合
に
対
す
る
支
援

の
充
実
⑦
ま
ち
づ
く
り
３
法
の
抜
本

的
見
直
し
と
中
小
商
業
・
物
流
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
振
興
対
策
の
強
化
⑧
中

小
企
業
並
び
に
官
公
需
適
格
組
合
へ

の
官
公
需
発
注
の
増
大
⑨
中
小
企
業

に
配
慮
し
た
労
働
政
策
、教
育
政
策
の

展
開
⑩
社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
わ

る
企
業
負
担
の
抑
制
⑪
環
境
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
支
援
の
拡
充
⑫
不
当
廉
売

の
防
止
及
び
下
請
取
引
の
適
正
化
等

公
正
な
取
引
の
推
進
⑬
組
合
等
を
中

心
と
し
た
Ｉ
Ｔ
対
応
支
援
策
の
強
化

　

表
彰
式
で
は
、
優
良
組
合
三
十
九

組
合
、組
合
功
労
者
六
十
九
名
、中
央

会
優
秀
専
従
者
二
十
六
名
が
全
国
中

央
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

岐
阜
県
か
ら
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
。

　

▽
優
良
組
合
＝
岐
阜
県
木
材
協
同

組
合
連
合
会
▽
組
合
功
労
者
＝
毛
利

静
雄
氏（
岐
阜
食
品
青
果
協
同
組
合
・

理
事
長
）
▽
中
央
会
優
秀
専
従
者
＝

木
村
和
範
氏（
情
報
広
報
チ
ー
ム
・
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
兼
情
報
室
長
）

　

な
お
、
来
年
の
第　

回
大
会
は
、
平

５７

成
十
七
年
九
月
十
五
日　

、北
海
道
・

（木）

札
幌
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

今
大
会
は
、
中
越
地
震
被
災
下
に

お
け
る
開
催
を
配
慮
し
て
大
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
部
変
更
が
あ
っ
た
が
、
余

震
が
続
く
状
況
下
で
の
開
催
に
も
か

か
わ
ら
ず
全
国
か
ら
多
数
が
参
加
し
、

困
難
に
立
ち
向
か
う
中
小
企
業
の
心

意
気
と
中
小
企
業
団
体
間
の
連
携
・

今、変革の時・・・組織の力で挑戦�
13項目を決議、国等に要望

第５６回中小企業団体全国大会・新潟県

　
『
第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
』が
、十
一
月
十
一
日
、新
潟
県
新
潟
市
の
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

５６

「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」
で
開
催
さ
れ
た
。
十
日
に
は
、
ホ
テ
ル
日
航
新
潟
で
「
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
交
流
会
」
が

行
わ
れ
、
泉
田
新
潟
県
知
事
も
出
席
。
震
災
に
よ
り
交
通
機
関
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
岐
阜
県
か
ら
二
十
人

が
参
加
す
る
な
ど
、
全
国
の
中
小
企
業
団
体
の
関
係
者
ら
四
、一
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。

　
「
今
、
変
革
の
時
・
・
・
組
織
の
力
で
挑
戦
�
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
中
小
企
業
に
関
す
る
十
三
項
目
の

決
議
及
び
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

大
勢
が
参
加
し
た
全
国
大
会

中
小
企
業
政
策
は
国
の
最
重
要
課
題

�
…
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者
及
び
関
係
者
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す



　

辻
正
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
会
長
（
岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
会

長
）
は
、
十
二
月
一
日
、
東
京
都
千

代
田
区
霞
ヶ
関
の
経
済
産
業
省
で
、

中
川
昭
一
経
済
産
業
大
臣
と
面
談
し
、

「
岐
阜
県
内
中
小
企
業
の
現
状
と
将

来
展
望
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

辻
会
長
は
、「
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
競
争
環
境
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増

す
中
で
、
Ｉ
Ｔ
の
推
進
、
新
事
業
へ

の
展
開
、
経
営
の
革
新
な

ど
中
小
企
業
が
個
々
で
山

積
す
る
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。

今
こ
そ
、
以
前
に
も
増
し

て
組
合
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
、
重
要
性
を
増
し
て

い
る
。
ま
た
、
加
え
て
Ｉ

Ｔ
の
推
進
も
益
々
重
要
で

あ
る
。
経
済
産
業
省
、
中

小
企
業
庁
が
一
丸
と
な
っ

て
中
小
企
業
を
支
援
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
考
え
を

伝
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
中
川
大
臣

は
、「
中
小
企
業
は
、
日
本

経
済
を
支
え
る
根
幹
を
な
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辻
会
長
は
、理
事
会
の
開
会
に
あ
た

り「
十
二
月
一
日
、中
川
経
済
産
業
大

臣
に
面
会
し
、
組
合
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
益
々
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
経

済
産
業
省
及
び
中
小
企
業
庁
が
一
丸

と
な
っ
て
、
中
小
企
業
の
支
援
を
強
化

す
べ
き
で
あ
る
、
と
伝
え
て
き
た
」
と

述
べ
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
県
農
林
商
工

部
の
坂
本
桂
二
商
工
局
長
よ
り
「
岐

阜
県
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
の

講
話
が
あ
り
、
商
工
局
の
重
点
戦
略

や
知
価
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
報
告
・
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
役
員
懇
談
会

で
は
、
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事
を
お
迎

え
し
、
各
業
界
の
現
状
等
に
つ
い
て

懇
談
し
た
。「
知
事
さ
ん
に
感
謝
」
の

言
葉
が
掲
げ
ら
れ
た
会
場
で
、
今
期

限
り
で
勇
退
す
る
梶
原
知
事
は
、「
ソ

フ
ト
ピ
ア
や
オ
リ
ベ
な
ど
、
県
内
で

出
始
め
た
小
さ
な
芽
を
大
き
く
育
て

る
こ
と
は
、
中
央
会
を
は
じ
め
と
す

る
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。

四
期
十
六
年
、
副
知
事
時
代
を
含
め

る
と
二
十
年
、
ふ
る
さ
と
岐
阜
県
に

貢
献
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
皆
様
に

ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
」と
、心
境
を
語
り
、出

席
し
た
中
小
企
業
者
ら
を
激
励
し
た
。

　

な
お
、
新
規
加
入
組
合
等
は
次
の

と
お
り
。（　

）
内
は
代
表
者
名
、
所

在
地
、
組
合
員
数
。

▽
株
式
会
社
美
濃
加
工
紙
（
近
藤
雅

行
、
美
濃
市
）
▽
岐
阜
中
央
縫
製
協

同
組
合
（
長
野
清
子
、
岐
阜
市
、
４

名
）
▽
多
治
見
陶
磁
器
上
絵
加
工
工

業
協
同
組
合
（
宮
嶋
忠
、
多
治
見
市
、

　

名
）
▽
土
岐
津
陶
磁
器
上
絵
加
工

５７工
業
協
同
組
合
（
安
藤
克
彦
、
土
岐

市
、　

名
）
▽
瑞
浪
陶
磁
器
上
絵
加

２１

工
工
業
協
同
組
合
（
日
比
野
元
、
瑞

浪
市
、　

名
）
▽
愛
岐
建
設
協
同
組

１０

合
（
木
下
英
光
、
川
島
町
、
６
名
）

▽
岐
阜
県
文
具
事
務
用
品
組
合
（
高

橋
晋
一
、
岐
阜
市
、　

名
）
▽
岐
阜

２０

中
部
ソ
ー
イ
ン
グ
協
同
組
合
（
戸
部

隆
継
、
北
方
町
、
５
名
）
▽
ア
ク
テ
ィ

ブ
サ
ポ
ー
ト
岐
阜
協
同
組
合
（
中
原

健
、
岐
阜
市
、
８
名
）
▽
国
際
繊
維

技
術
革
新
協
同
組
合
（
渡
邉
美
津
子
、

各
務
原
市
、
９
名
）
▽
協
同
組
合
西

美
濃
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
田
中
秀
敏
、

大
垣
市
、
５
名
）
▽
岐
阜
緑
化
除
草

協
同
組
合
（
寺
倉
義
幸
、
岐
阜
市
、

７
名
）
▽
奥
飛
騨
温
泉
郷
源
泉
所
有

者
協
同
組
合
（
田
中
栄
一
、
上
宝
村
、

　

名
）

６０

す
も
の
で
あ
り
、
中
小
企
業
は
日
本

の
コ
ア
で
あ
る
。
日
本
経
済
の
現
状

を
一
番
分
か
っ
て
い
る
の
は
、
中
小

企
業
で
あ
り
、
経
済
産
業
省
・
中
小

企
業
庁
あ
げ
て
支
援
す
る
の
で
、
大

い
に
利
用
い
た
だ
き
た
い
。
中
小
企

業
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
た
だ
か

な
い
と
、
日
本
は
良
く
な
ら
な
い
。

是
非
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

の
話
が
あ
り
、
有
意
義
な
意
見
交
換

の
場
と
な
っ
た
。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、『
理
事
会
』
と
『
役
員
懇
談
会
』
を
十
二
月
十
五
日
、
岐
阜
市
柳
ヶ
瀬
通
の

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
新
規
加
入
組
合
等
の
承
認
、
平
成
十
六
年
度
重
要
事
業
実
施
状
況
報
告
、
平
成
十
七
年
度
事
業

計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
の
概
案
承
認
な
ど
、
八
議
案
に
つ
い
て
報
告
・
審
議
し
、
承
認
し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
岐
阜
県
農
林
商
工
部
の
坂
本
桂
二
商
工
局
長
よ
り
「
岐
阜
県
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

の
講
話
が
あ
り
、
続
い
て
各
業
界
の
状
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

中
央
会
理
事
会

中
川
経
済
産
業
大
臣　

・
辻
会
長　

（右）

（左）

中
小
企
業
は
国
の
活
力
の
源

中
央
会
理
事
会
・
役
員
懇
談
会

中
小
企
業
は
日
本
の
コ
ア

辻
会
長
中
川
経
済
産
業
大
臣
に
要
望

�
…「
職
場
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
す
る
留
意
事
項
」の
お
知
ら
せ

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/h

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（        
 
 
  
   
        oudou/2004/12/h1209-1/index.htm

l

                               
 
）で
ご
確
認
下
さ
い
。　
【
厚
生
労
働
省
】



2004 年（平成 16 年）12 月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 542 号（４）

　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
田
口
日
出
生
会
長
）
は
、
十
一
月
五

日
に
岐
阜
市
橋
本
町
の
ぱ
る
る
プ
ラ

ザ
岐
阜
で
「
創
立　

周
年
記
念
事
業
」

３０

を
開
催
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、田
口
会

長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、

青
年
中
央
会
が
新
規
開
設
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
、
宇
佐
見
副
会
長
よ
り
披

露
さ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ａ
本

舗
の
主
宰
、喰
始（
た
べ
は
じ
め
）氏
よ

り
、
実
体
験
を
交
え
な
が
ら「
笑
え
な

く
な
っ
た
、
社
長
さ
ん
た
ち
へ
〜
笑
っ
て

若
手
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

地
内
に
組
合
員
の
新
商
品
開
発
を
行

う
施
設
「
手
わ
ざ
工
房
匠
の
館
」
を

オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
完
成
を
祝
う
式

典
が
十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

同
施
設
は
、
道
の
駅
「
志
野
・
織

部
」
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
美
濃
焼

直
売
店
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た

「
美
濃
焼
陶
磁
館
」
を
改
装
し
、
組

合
員
の
新
商
品
開
発
を
行
う
場
と
し

て
整
備
。
デ
ザ
イ
ン
開
発
ス
ペ
ー
ス
、

ろ
く
ろ
、
焼
成
窯
な
ど
が
完
備
さ
れ

て
い
る
。

　

式
典
で
白
石
理
事
長
は
「
業
界
の

人
材
養
成
を
活
発
化
さ
せ
、
新
し
い

美
濃
焼
を
発
信
し
た
い
」
と
決
意
を

語
っ
た
。

し
て
い
る
。

　

組
合
で
は
、
予
定
し
て
い
た
五
十

周
年
記
念
式
典
を
取
り
や
め
、
そ
の

費
用
を
県
内
で
猛
威
を
奮
っ
た
台
風

　

号
と
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者

２３へ
の
義
援
金
と
し
て
寄
附
し
た
。

（
写
真
提
供
・
中
日
新
聞
）

式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る
白
石
理
事
長

�
笑
い
�を
テ
ー
マ
に
記
念
事
業
を
開
催

創
立　

周
年
・
青
年
中
央
会

30

　

高
山
管
設
備
工
業
協
同
組
合
（
砂

田
信
博
理
事
長
）
は
、
創
立　

周
年

５０

を
記
念
し
、提
言
書「
新
た
な
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立
に
向
け
て
高

山
市
上
下
水
道
の
将

来
を
考
え
る
」
を
作

成
し
、
高
山
市
に
対

し
提
出
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、
老

朽
化
し
た
水
道
施
設

の
整
備
や
宮
川
水
系

の
活
用
な
ど
を
提
言

よ
！
お
父
さ
ん
！
」
を
テ
ー
マ
に
、笑
い

と
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
Ｗ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ａ
本
舗
の
若

手
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、「
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
作
り

方
」を
�
笑
い
�を
交
え
な
が
ら
体
で
表

現
し
、
会
場
に
は
、
参
加
者
の
笑
顔
と

笑
い
声
で
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

高
山
市
へ
提
言
書
提
出

高
山
管
設
備
工
業　
（協）

手
わ
ざ
工
房
匠
の
館
が
完
成

　

土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー

（協）

　

陶
磁
器
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
土
岐
市
下
石
町
の
「
と
っ
く
り
村
」

で
十
一
月
二
十
日
、
登
り
窯
の
火
入

れ
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　

登
り
窯
は
、
下
石
陶
磁
器
工
業
協

同
組
合
（
土
本
晋
平
理
事
長
）
な
ど

が
中
心
と
な
り
企
画
さ
れ
、
町
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
す
る
予
定
。
火

入
れ
式
に
は
、
梶
原
知
事
を
は
じ
め

地
元
の
関
係
者
等
が
出
席
し
、
窯
の

完
成
を
祝
っ
た
。

　

登
り
窯
と
は
、
斜
面
を
利
用
し
て

細
長
い
部
屋
を
並
べ
、
焚
き
口
で
薪

　

協
同
組
合
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン

タ
ー
（
白
石
仲
七
理
事
長
）
は
、
団

を
燃
や
し
、
そ
の
熱
が
上
方
へ
伝
わ

る
所
に
部
屋
を
作
り
、
陶
器
を
焼
成

す
る
仕
組
み
。

喰
始
主
宰
の
記
念
講
演

登
り
窯
火
入
れ
式

下
石
町
・
と
っ
く
り
村

提言書と砂田理事長火入れ式の種火を熾す組合役員
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岐
阜
婦
人
子
供
服
工
業
組
合
（
松

原
一
廣
理
事
長
）
は
、
地
元
企
業
で

活
躍
す
る
新
鋭
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
品

を
披
露
す
る
「
第
四
回
岐
阜
ブ
ラ
ン

ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
十
一
月
十
一

日
、
岐
阜
市
日
の
出
町
の
岐
阜
高
島

屋
特
設
会
場
で
開
催
し
た
。
新
世
紀

の
ア
パ
レ
ル
業
界
を
担
う
人
材
を
発

掘
し
、
デ
ザ
イ
ン
力
の
高
揚
と
業
界

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
実

施
し
て
い
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
流
・

世
界
へ－

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
自
信
、
豊

に
奏
で
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
、
六

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
作
品
を
紹
介

の
イ
チ
ロ
ー
選
手
ら
の
バ
ッ
ト
を
手

が
け
て
い
る
久
保
田
五
十
一
氏
が

バ
ッ
ト
づ
く
り
を
実
演
。
イ
チ
ロ
ー

選
手
と
同
型
の
バ
ッ
ト
を
お
よ
そ
三

十
分
で
削
り
出
し
、
実
演
を
眺
め
て

い
た
大
勢
の
来
場
者
ら
が
そ
の
職
人

技
に
真
剣
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

会
場
で
の
協
同
組
合
の
出
展
等
は
次

の
と
お
り
。

　

▽
協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会

（
北
村
斉
理
事
長
）
▽
高
山
祭
屋
台

保
存
技
術
協
同
組
合
（
八
野
明
理
事

長
）
▽
美
濃
手
す
き
和
紙
協
同
組
合

（
市
原
達
雄
理
事
長
）
▽
飛
騨
春
慶

連
合
協
同
組
合
（
東
盛
義
理
事
長
）

▽
飛
騨
一
位
一
刀
彫
協
同
組
合
（
津

田
和
彦
理
事
長
）

十
点
の
応
募
が
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
画

に
よ
る
一
次
審
査
を
通
過
し
た
三
十

作
品
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
形
式

で
紹
介
さ
れ
た
。
独
創
性
豊
か
で
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
の
作
品
が
多
く
、

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
美
し
い
ド
レ
ス
や
、

個
性
豊
か
な
作
品
を
身
に
ま
と
っ
た

結
集
し
、自
然
素
材
に
こ
だ
わ
る
商
品

開
発
を
行
っ
て
お
り
、エ
ス
ウ
ッ
ド
ト
イ

レ
シ
ー
ト
や
エ
ス
ウ
ッ
ド
畳
な
ど
が
出

品
さ
れ
た
。

　

エ
ス
ウ
ッ
ド
と
は
、
エ
コ
マ
ー
ク
認
定

商
品
で
、
間
伐
材
等
を
原
料
と
す
る

国
産
の
ス
ト
ラ
ン
ド
ボ
ー
ド
を
材
料
と

し
て
製
造
し
、
接
着
剤
や
塗
料
に
は
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
等
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
登

録
物
質
や
塩
素
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
や
、焼
却
時
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
発
生
が
な
い
。

　

エ
ス
ウ
ッ
ド
商
品
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
親
和
木
材
工
業
株
式
会
社
（http:

//w
w
w
.shinw

a-m
.com

）ま
で
。

岐
阜
流
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
へ

岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

エ
ス
ウ
ッ
ド
商
品
を
展
示

　
『
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
』（
十
一
月

十
六
〜
十
九
日
）
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
（
東
京
都
江
東
区
有
明
）で
開
催
さ

れ
た
。

　

岐
阜
県
か
ら
は
、
岐
阜
県
中
央
会

が
昨
年
度
か
ら
三
年
間
で
実
施
し
て

い
る「
地
場
産
業
組
合
等
連
携
交
流
会

事
業
」
で
グ
ル
ー
プ
化
し
、
交
流
を
深

め
、「
岐
阜
県
発
」「
本
物
」「
環
境
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
の
開
発
を
目
指
す
異
業
種
交
流

グ
ル
ー
プ
「
岐
阜
県
イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
出
展
し
、
多
く
の
来
場
者
に

好
評
で
あ
っ
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
異
業
種
の
技
術
を

　

親
方
会
議　

高
山
実
行
委
員
会

in

（
実
行
委
員
長：
関
道
介
高
山
商
工

会
議
所
名
誉
会
頭
）
主
催
で
、
全
国

の
職
人
技
を
一
堂
に
披
露
し
、
本
物

の
も
の
づ
く
り
に
触
れ
る
「
親
方
会

議　

高
山
」
が
十
一
月
三
日
か
ら
五

in
日
間
、
高
山
市
千
島
町
の
飛
騨
・
世

界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
と
町
並
会
場

（
市
内
五
会
場
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

県
や
民
間
等
が
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
開
催
。
県
内
や
東
京
、
京
都
、

秋
田
、
長
崎
か
ら
親
方
ら
が
参
加
し
、

か
ん
ざ
し
職
人
、
京
友
禅
職
人
な
ど
、

職
人
技
八
十
八
種
類
を
実
演
や
講
演
、

展
示
で
披
露
し
た
。

　

主
に
県
内
の
親
方
を
紹
介
す
る
飛

騨
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
、
ヤ
ン
キ
ー

ス
の
松
井
秀
喜
選
手
や
マ
リ
ナ
ー
ズ

親
方
会
議　

高
山
・
組
合
ブ
ー
ス

in

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
へ
出
展

岐
阜
県
イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
国
か
ら
集
結
、職
人
技
の
競
演

親
方
会
議　

高
山

in

モ
デ
ル
が
舞
台
に
登
場
す
る
と
、
会

場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
た
。

　

ま
た
、
若
い
女
性
に
人
気
の
ス
テ

ン
ケ
ン
摩
耶
さ
ん
（
Ｖ
ｉ
Ｖ
ｉ
専
属

モ
デ
ル
）
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ

れ
、
家
路
を
急
ぐ
学
生
や
Ｏ
Ｌ
ら
が

足
を
止
め
、
お
洒
落
の
秘
訣
な
ど
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。
な
お
、
大
賞
に

は
前
嶋
里
奈
さ
ん
（
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
）

の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
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◆欧州の現況
　月日の経つのは早いもので、２００４年も間もなく終
わろうとしております。ヨーロッパにとって大きな
経済効果をもたらしたアテネオリンピックも、男子
マラソンでイタリア人が優勝するという幕切れで、
イタリアにジョギングブームを残して無事終了し、
漸くヨーロッパ全般の景気も上昇気流に乗り出した
かに見えました。ところが一時的な原油価格の上昇
に加え、１３５円を超える為替のユーロ高がこの景気
の回復にブレーキを掛け出しており、経済指標を見
る限り全般的に勢いが無くなってきております。
　特に欧州繊維業界にとっては、合繊原料高に加え、
２００５年のQUOTA廃止に伴う、中国等東南アジアか
らの製品輸入の増加が予想され、これまで独自性を
維持してきた欧州、とりわけイタリアのメーカーは、
益々厳しい状況に追い込まれそうです。生産拠点と
しての欧州は目に見えて縮小してきております。ま
た日本への輸出がメインのブランドビジネスでも円
建て値段のアップによる売上減という大きな影響を
受けております。
　幸いにもイタリアを初めとする欧州経済は鉄鋼、
機械、ハイテク産業等の好調さに助けられ、購買力
もまずまずの模様でイタリアの百貨店でのクリスマ
ス商戦も買い物客で賑わっております。しかし日本
を初めとする対ユーロ安の通貨を所有する旅行客に
とっては、このユーロ高は大幅な値上げと感じてい
るようで、買い物をする旅行客は減っているようで
す。しかしヨーロッパを訪問する旅行者の数は、相
変わらず多いようです。
◆イタリアの観光都市
　イタリア全土で登録されている日本人の数は９,０００名
弱であり、ミラノを中心とした北イタリア(フィレンツェあた
りまで )には５,０００名足らずの人が住んでいます。勿論、
北イタリアの日本人の大半がミラノにいます。ミラノの魅
力は東西南北、車で２～３時間駆けると素晴らしい観
光地、商業地があるということです。
　ミラノに住んで２年半の間、各地のフィエラで催

される展示会への出張も
含め、旅する機会に恵ま
れ色々な地を訪問しまし
た。各地の名産に舌鼓を
打ちながら、ドーモをは
じめとした建造物、博物
館、美術館を見て回り、
イタリア人が何故格も素
晴らしいアイデアに富む
発想が出来たのかを探っ
ているところです。ミラ
ノを起点とした有名な地を以下拾い上げてみました。
◆豊富な観光地
　東に進むと、ガルダ湖近くにある温泉の街シルミ
オーネ、古い歴史のある街ベローナを通って、その
まま進むとベネチアグラスで有名な海上都市ベネチ
アに到着します。少し北に進むと学園都市として有
名なボローニャ、更に北に進むとトレントを経由し
てオーストリア／ドイツに近いドロミテに至ります。
夏は避暑、冬はスキーを楽しめます。
　西に進むと、お米の産地ベルチェリ、マジョレ湖
を通って、２００６年に冬季オリンピックが開かれるト
リノに行き着きます。少し北側に進路を取ると、イ
タリアで一番高い山モンテローザがそびえ立つのを
横に見ながら、更に進むとフランスとの国境にある
モンブラン（イタリア名モンテビアンコ）を間近に
見ることが出来るアオスタに至ります。この地も避
暑とスキーが楽しめます。反転して西南に下ると港
町ジェノバに到着します。
　南に進むと、旅行客が必ず立ち寄る古都フィレン
ツェがあり、一寸横道にそれるとピサの斜塔を見学
出来ます。また、そのまま３時間程南に下ると歴史
に残るたくさんの有名な建造物のあるローマに至り
ます。
　北に進むと、美しい湖のある絹の産地コモがあり、そ
のまま北上するとスイスが直ぐそこにあり、更に２～３時
間行けばスイスアルプスの山 に々到着します。
　それぞれの地に美味しいワインがあり、最高のイ
タリア料理を食しながら味わうその地の特産ワイン
は安くて、格別のものがあります。また、飛行機を
利用すれば、美味しいピザの食べられるナポリもあ
り、その直ぐ近くには、ポンペイ遺跡、アオの洞窟
があります。イタリアのかかと部分にはアルベロ
ベッロで有名なバリもあります。昨年噴火したエト
ナ火山のあるシシリア島も直ぐです。シシリア島ま
で行くと、対岸は北アフリカです。
　格も楽しくて、日本各地（関東・関西・中部・九
州）から中小企業の経営者が、経営の参考にしたい
と毎年のように訪れるイタリアのミラノに、是非一
度お越し下さい。

イタリアの観光都市
伊藤忠イタリー会社

社長　農守義文

ドロミテから眺めるSassonghel 山
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■伊フィレンツェ近郊の伝統的地場企業を訪問
　伊フィレンツェは中世から毛織物工業や手工芸などが
発達し、現在でも皮革製品・陶器・貴金属宝飾品などの
伝統工芸と観光業が盛んな歴史・文化の都市である。
　今回、フィレンツェ経済を代表する産業から６社（手作り
高級皮革バッグ、大理石・半貴石を使ったモザイク加工
調度品、貴金属宝飾品、手漉きフィレンツェ紙工芸品、陶
器、カジュアル衣料品）を訪問しインタビューをする機会が
あった。この内、手作り高級皮革バッグ店「チェッレリーニ
（CELLERINI）」へのインタビューから、フィレンツェの伝統
工芸を守り続ける職人企業の声を紹介したいと思う。
■フィレンツェ職人の伝統を守り続ける手作り高級皮革
バッグ「チェッレリーニ」

　オーナーであるチェッレリーニ氏は１９３０年生まれ、今年
で７４歳。お祖父さんはピッティ宮殿に馬具を納めていた王
室御用達の職人で、１６歳の時に叔父さんのもとで皮革職
人として修行を始めた。その後、腕を上げるために当時
GUCCIを上回るほどの別の工房へと変わるが倒産、その
後も工房を転 と々したそうだ。その頃は、材料である皮を買
うことができなかったため、修理の仕事が殆どであったと
のこと。修理中心の仕事から自分の店を構え商品を売る
ようになるに至った経緯を次のように話してくれた。
　「ある時、フィレンツェの貴族婦人が犬を連れ街を散策
していた。私の工房前にやってきて首輪を変えたいと言い
だしたので作ってやったら大変気に入ってくれた。その話
がフィレンツェ社交界に広がり、その噂を聞きつけたご婦
人達が沢山来店するようになった。またある時は、フィレン
ツェ留学中の米国のお金持ちのお嬢さんが、私が修理を
していた鞄を見て欲しいと言いだした。しょうがないので同
じものを作ってやったらとても喜んだ。そのころから米国の

顧客が多くなった。
このお嬢さんはその
後、有名なイタリア
人の医学教授と結
婚し、４０年経った今
でも顧客である。彼
女は身の回りの革
製品はうちの商品し
か持たないと言って
くれている。」
■豊富なアイディ
アも魅力の一つ
　職人としての技
術が確かなだけで
なく、氏は非常にア
イディア豊かでもあ
る。１９７０年頃、プッ

チ侯爵の奥さんから旅行
（機内持ち込み）用のボスト
ンバッグ作成の依頼があっ
た。チャックを開きマチを広
げることができる、スーツも
収納ができるといったアイ
ディア豊かな商品でロング
セラー商品である。また、裏
にチャックが付いた革ベル
トには、紙幣を隠し持つこと
ができるし落とすことはない。
海外旅行の時など実用性も高い。財布をすられたお客の
依頼から思いついたアイディアである。パーティーの時など
に使えるバッグ「アンナ・マリア」はヴェネチアの貴族婦人
の依頼で作った。パーティーの最中に煙草を吸い、グラス
を持ったまま小物の入る洒落た鞄が欲しいという依頼で
あった。
　広告宣伝等は何もしていないとのことであるが、顧客の
４０％が日本を含むアジアでの顧客だそうだ。日本の百貨
店の誘いを受け日本へ展示会に行った頃から、一気に名
前が広がり、雑誌の切り抜きを持った日本人顧客は非常
に増えたとのこと。
　従業員は６人、その内訳は、４人の職人（４５年の経験の
ある職人が１人、縫製・手縫い・カットにそれぞれ１人ず
つ）に営業・販売の娘夫婦２人。フィレンツェでも手作業主
体のこのようなお店は少なくなってきたという。
　店に立つチェッレリーニ氏の娘さんは、「確かに
CELLERINIの鞄は父の代で途絶えるかも知れない。しか
し私としては、これまで通り、父が育て上げた知名度・品
質を維持していくしか方策がないし、それ以外の方法は
知らない。不特定多数の客に売ったら、はいお終りではなく、
私たちの職人としての技術を大量生産ではない商品の、
材料である皮の質、手作業の工芸レベルをお客さんには
感じ取ってもらいたい。そうしてまた次に来店してもらえばよ
く、できるかぎり長くお客さんと付き合っていきたい」と話して
いた。
　①顧客の要望に対応可能、即ちオーダーメイド、②実
用性もある主人のアイディア、③品質（上質の皮革材料プ
ラス手縫い等の仕上げ）、④物語（・・・侯爵の依頼で作
成云 ）々がこの職人企業の強みになっていると考える。

（参考）
　今回６人の関係者にインタビューする機会を得ました。
その内容については、県国際室のホームページ「海外駐
在員のページ」に掲載しておりますので、ご興味のある方
はご覧ください。
http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s11129/kokusai/kokusaitop.htm

 伝統工芸を守り続ける職人企業
手作り高級皮革バッグ「チェッレリーニ」 

伊フィレンツェ 
岐阜県ミラノ駐在員　藤田　航

チェッレリーニ氏と商品の数々
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●自動車リサイクル法について�
　２００５年１月より、自動車リサイクル法がスタートします。自動車リサイクル法では、車をお持ちの
全ての方が、リサイクル料金の支払いをしなければなりません。�
　もちろん、組合や企業で所有の四輪自動車も対象となります。�
�
　　　　Ｑ．自動車リサイクル法って何？�
�
Ａ．ゴミを減らし、資源を無駄遣いしないリサイクル型社会を作るために、クルマのリサイクルについ
てメーカー、関連事業者、クルマの所有者の役割を定めた法律です。�

　　※原則としてすべての四輪自動車が対象です。（トラック・バスなどの大型車、商用車も含まれます。）�
�
　　　　Ｑ．リサイクル料金って何？いくらなの？�
�
Ａ．リサイクル料金は、クルマのメーカー、車種によって違い、クルマごとにメーカーや輸入事業者が
設定します。シュレッダーダストの発生見込量やフロン類・エアバッグ類の装備状況などによって決
まります。�

　　具体的な金額は、自動車メーカー・輸入業者各社が公表していますので、各社のホームページなど
でご確認下さい。�

�
　　　　Ｑ．リサイクル料金はいつ払えばいいの？�
�
Ａ．リサイクル料金は、２００５年１月以降にお支払い下さい。１月以降に新車を購入する時は購入時に
お支払い下さい。�

　　今、乗っているクルマは来年１月以降の最初の車検時までに、車検を受けずに廃車する場合は廃車
時に、お支払いをお願いします。�

　　なお、車検時や廃車時のリサイクル料金の支払いは、整備事業者などに代行を依頼することができ
ます。この場合、リサイクル料金とは別に手数料や費用がかかることがあります。�

�
�
�
�
�
�
�
�
　　　　Ｑ．クルマ一台に対して、リサイクル料金は一回払えばいいの？�
　　　　　　クルマを売ったりしたら、リサイクル料金はどうなるの？�
�
Ａ．資金管理法人（財）自動車リサイクル促進センターへのリサイクル料金の支払いはクルマ１台につき
原則１回限りです。�

　　また、リサイクル料金が支払い済みのクルマを、廃車ではなく中古車として売った場合は、車両価
値金額に加えて、支払っていたリサイクル料金を中古車売買代金の中に含めて、次の所有者から受け
取ることになります。�

�
�
�
�
�
�
�
　　【お問い合わせ先】�
　　　財団法人自動車リサイクル促進センター（経済産業省・環境省指定法人）�
　　　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊａｒｃ．ｏｒ．ｊｐ�
　　　自動車リサイクルシステムコンタクトセンター　０３－５６７３－７３９６�

組合クリニック�

新車販売店等�

資金管理法人�
（財）自動車リサイクル促進センター�

運輸支局等内または近傍の団体�
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　県内中小企業主要業種の景気動向
（１０月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少
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業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲△△△△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲▲砂 利 生 産
△△△△△○砕 石 生 産
○○△▲○○鋳　 　 物
▲▲▲▲▲△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△○刃物等金属製品 （内需） 
△△△▲△△メ　 ッ　 キ
△△△△△△県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
△△△△△△金　 　 型
△○△△△○電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲▲輸 送 機 器
△△△△△△各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△▲△電 設 資 材
▲△△▲▲▲陶　 磁　 器
○△△△△○機械工具・工作機械
△△△△○○青　 　 果
▲△△▲△▲水　 産　 物
△△△△△△家 電 機 器 販 売
△△△○○○メ ガ ネ 販 売
▲△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△△△○○○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△△△△○共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△△△生 花 販 売
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△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△△豆 腐 製 造
○△△▲○○食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲▲△菓　 　 子
○○△△△○米　 　 菓
△△△△△○寒 天 水 産
▲△▲▲△▲製 麺
△△△△△△撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△▲毛　 織　 物
▲△△△△△合 成 繊 維 織 物
▲▲△▲▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲△▲婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲△▲縫　 　 製
△△△△△▲製　 　 材
△△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△○△○家 具 （ 飛 騨 ）
△▲△△△△東 濃 ひ の き
△△△△▲△家　 庭　 紙
○△○△○△特　 殊　 紙
▲△△△△△紙　 加　 工
▲△▲▲△▲印　 　 刷
△△△△○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲▲▲▲○▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△▲▲△タ イ ル
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売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△○大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
△△△△△○恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
▲△▲▲△▲タ イ ヤ 整 備
△△▲△△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
▲△△▲▲▲高 山 旅 館
▲△▲▲△▲ク リ ー ニ ン グ
▲▲▲▲▲▲広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△▲△▲映 像 制 作
▲△△▲△▲飲　 食　 業
▲△△▲▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
▲▲△△△▲理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲△▲建 築 （ 各 務 原 ）
△△△▲○○鉄 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
▲△△▲▲▲管 設 備 工 事
○△△△△○建 築 板 金
△△▲△▲○建　 　 具
○△▲△△▲産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
△▲▲○△○軽 運 送

１０月景況調査

景
況
感
は
再
び
悪
化

不
安
定
な
景
況
が
続
く

き
が
続
い
て
い
る
。
特

に
、
繊
維
・
同
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業

等
で
前
月
水
準
に
比
べ

て
悪
化
傾
向
が
強
く
出

て
い
る
。

　

他
の
主
要
な
動
向
は
、

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た
『
十
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔　

月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

１０
業
の
特
色
は
①
景
況
感
再
び
悪
化
、
不
安
定
な
景

況
感
続
く
②
原
材
料
、
燃
料
費
等
の
上
昇
に
よ
り

収
益
悪
化
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
て
み
る
と
、
好
転
８
ポ
イ
ン
ト
、
悪
化

　

ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

３８

３０

前
月
よ
り　

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
と
な
っ

１４

た
。

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
前
月
の
大
幅
な
改
善
の
動

き
と
は
反
対
に
、
再
び
大
幅
な
悪
化
と
な
る
な
ど
、

４
月
以
降
一
進
一
退
を
繰
り
返
す
不
安
定
な
動

売
上
高
、
収
益
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
月
に

対
し
、　

ポ
イ
ン
ト
、
６
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
と
な
っ
た
。

１１

　

一
方
、
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
、
２
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
３
ヶ
月
連
続
の
改
善
と
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
原

材
料
費
等
の
上
昇
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う
燃
料
費

や
石
油
製
品
の
上
昇
等
の
悪
材
料
も
見
受
け
ら
れ
、
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

情
報
連
絡
員
か
ら
は
、
業
況
は
好
調
と
の
声
も
一
部

あ
る
が
、
公
共
工
事
の
縮
小
、
消
費
低
迷
を
訴
え
る
声

に
加
え
、
台
風
等
の
災
害
の
影
響
や
、
原
油
・
原
材
料

価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
先
行
き
不
安
な

ど
企
業
マ
イ
ン
ド
の
低
下
を
指
摘
す
る
意
見
も
多
く
、

中
小
企
業
の
景
況
の
実
感
は
依
然
厳
し
く
、
景
気
の
先

行
き
は
楽
観
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
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ビジネス・キャリア制度�ビジネス・キャリア制度�

　ビジネス・キャリア制度とは・・・�

　ホワイトカラー層が、専門的知識・能力を体系的・段階的に習得することを支援するための

能力開発システムで、中央職業能力開発協会が厚生労働省の委託を受けて実施します。�

　ビジネス・キャリア試験とは・・・�

　ビジネス・キャリア・ユニット試験とビジネス・キャリア・マスター試験があります。�

　 　ビジネス・キャリア・ユニット試験（従来のビジネス・キャリア制度修了認定試験)�

　全国の認定教育訓練機関で認定講座を受講されるか、企業において一定年数以上の実務経験

を有する方がその取得している知識・能力の確認として修了認定試験を受験できます。�

　（１０分野１６３ユニットに分かれており、ユニットごとに受験します。）�

　合格者には、中央職業能力開発協会長から修了認定書が発行されます。�

　　ビジネス・キャリア・マスター試験（従来のホワイトカラー職務能力評価試験）�

　上記のユニット試験とは異なり、講座の修了認定試験ではありません。�

　職務分野全般にわたる広範囲な専門知識とその応用力、企画力等を評価する試験です。�

　この試験はビジネス・キャリア・ユニット試験の上級レベルとして位置付けされています。�

　（５部門の試験があります）�

　合格者にはその実力の証明として、中央職業能力開発協会長から合格証書が発行され、�

　「ビジネス・キャリア・マスター」の称号が与えられます。�

　ビジネス・キャリア試験は、習得した専門知識・能力を客観的に確認することがで

きますので、個人では自己の能力開発の履歴を証明する手段として、企業においては

従業員の客観評価の一つとして人事諸制度の中での活用も可能です。�

特　徴・・・�

試験の申請受付　平成１７年１月１１日（火）～１月２１日（金）�
受験手数料　ビジネス・キャリア・ユニット試験　１ユニット　２，０００円（消費税込み）�

　　　　　　ビジネス・キャリア・マスター試験　１　部　門　５，０００円（消費税込み）�

試験実施日　平成１７年３月５日（土）、６日（日）〔マスター試験の実施日は３月６日（日）のみです〕�

試 験 会 場　岐阜県人材開発センター　４階（岐阜市学園町２－３３）�

結果発表日　ユニット試験　平成１７年４月１１日（月）�

　　　　　　マスター試験　平成１７年４月２８日（木）�

下記へお問い合わせいただければ詳しい資料をお送りします。�

資料請求・お問合せ先／�岐阜県職業能力開発協会�
TEL 0 5 8－2 3 3－4 7 7 7 HP　http://www.gifu-shokunou.or.jp
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最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、
三
業
種
に
つ

い
て
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
の
改
正

（
平
成　

年　

月　

日
発
効
）
が
行

１６

１２

２１

わ
れ
ま
し
た
。
詳
し
い
お
問
い
合
わ

せ
は
、
岐
阜
労
働
局
賃
金
室
（
℡
〇

五
八

－

二
四
五

－

八
一
〇
四
）
又
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

　

な
お
、
陶
磁
器
・
同
関
連
製
品
、

耐
火
物
製
造
業
及
び
紡
績
業
は
、
昨

年
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
最
低
賃
金
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造

業
＝
時
間
額
七
百
三
十
八
円
、
自
動

車
・
同
附
属
品
製
造
業
＝
七
百
七
十

五
円
、
航
空
機
・
同
附
属
品
製
造
業

＝
時
間
額
八
百
三
十
二
円

【
融
資
枠
】　

三
十
億
円

【
融
資
条
件
】

融
資
限
度
額
＝
運
転
・
設
備　

二
億

八
千
万
円

融
資
利
率
＝
年
〇
・
六
％

　

そ
の
他
、
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、県
庁
＝
経
営
支
援
室（
〇
五
八

－

二
七
二

－

一
一
一
一
）
ま
で
。

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－
四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
hida@

chuokai-gifu.or.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
tono@

chuokai-gifu.or.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭

飛
騨
の
一
年
を
振
り
返
る

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
十
六
年
を
終
え
る
に
あ
た
り
、

東
濃
支
所
管
内
の
動
き
を
振
り
返
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
東
濃
支
所
で
は
、

職
員
で
あ
っ
た
板
津
が
寿
退
社
し
た

こ
と
が
大
き
な
事
柄
で
あ
り
ま
し
た
。

　

紅
一
点
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
若
い
発
想
を
活
か
し
、
機
転

の
利
く
職
員
で
あ
り
、
重
要
な
戦
力

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
残
っ
た
二
人
の

中
年
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
と
な

　

市
町
村
合
併
は
、
営
々
と
築
き
上

げ
て
き
た
有
形
無
形
の
文
化
や
暮
ら

し
な
ど
、
飛
騨
地
域
の
未
来
に
新
し

い
も
の
が
見
え
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
土
台
と
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

新
市
の
誕
生
当
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
温
度
差
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
も
飛
騨
は
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、

徐
々
に
で
は
あ
る
が
慣
れ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、
十
月
に
高
山
市
、
飛

騨
市
等
を
襲
っ
た
「
台
風　

号
」
に

２３

対
し
て
、
災
害
復
旧
に
お
け
る
地
域

の
連
携
の
良
さ
で
も
窺
う
こ
と
が
で

き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
台
風
は
、
現
在
も
「
Ｊ
Ｒ
高

山
線
」
や
宮
川
地
区
の
道
路
の
一
部

が
不
通
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
経
済

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
が
、
持
ち

前
の
飛
騨
の
力
を
発
揮
し
、
復
興
に

向
け
て
の
取
り
組
み
が
い
た
る
所
で

進
ん
で
い
る
。

　

来
年
は
、
災
害
の
な
い
飛
騨
、
合

併
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。

り
ま
す
が
、
板
津
の
在
職
中
に
お
世

話
に
な
っ
た
組
合
等
へ
の
感
謝
と
と

も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
ご
協
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
内
で
も
被
害
の
大
き

か
っ
た
台
風
や
新
潟
中
越
地
震
等
の

災
害
を
は
じ
め
、
全
体
的
に
暗
い
話

題
が
多
く
、
経
済
面
に
つ
い
て
も
景

気
は
回
復
傾
向
と
の
報
道
が
あ
る
も

の
の
、
中
国
特
需
な
ど
特
定
の
理
由

で
あ
り
、
相
変
わ
ら
ず
不
景
気
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
特
に
管
内
は
、
陶

磁
器
、
木
材
等
地
場
産
業
を
基
幹
産

業
と
し
て
お
り
、
厳
し
さ
は
む
し
ろ

増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
集
積
と

し
て
の
地
場
産
業
が
ど
う
生
き
残
っ

て
い
く
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
、
国
の
新
規
事

業
を
活
用
し
て
新
商
品
開
発
、
販
路

開
拓
を
め
ざ
し
た
組
合
は
四
組
合
あ

り
、
本
会
も
本
欄
で
紹
介
し
た
と
お

り
、
業
種
の
垣
根
を
越
え
た
「
新
連

携
体
」
構
築
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
は
、

こ
う
し
た
動
き
が
少
し
で
も
実
を
結

ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り

二
月
に
「
飛
騨
市
」、
三
月
に
「
下
呂

市
」
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、
来
年
二

月
に
は
、
十
市
町
村
で
の
新
生
「
高

山
市
」
が
誕
生
す
る
。

　

飛
騨
地
域
に
は
、「
ま
つ
り
」
な
ど
の

民
族
文
化
や
「
合
掌
造
り
」「
匠
の
技
」

な
ど
の
木
の
文
化
、
そ
し
て
「
食
材
」

「
温
泉
」な
ど
の
観
光
資
源
等
、活
力
と

な
る
資
源
が
多
く
存
在
す
る
。

台
風　

号
災
害
復
旧
資
金
の
運
用
を
改
正

23

　

台
風　

号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
中

２３

小
企
業
等
の
災
害
復
旧
を
支
援
す
る

た
め
、
災
害
復
旧
資
金
の
運
用
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、　

月　

日
よ

１１

２４

り
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

建 設 足 場 事 業 協 同 組 合
理 事 長　清　 水　 敏　 之

羽島市 福 寿 町 ６ 丁 目 ２１ 番 地 １
リバティ第一ビル

1〈058〉397-0233　〒 501-6257
FAX 〈058〉 3 9 7 - 0 2 3 7

�
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

－
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２５

１３



2004 年（平成 16 年）12 月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 542 号（１３）

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

　

全
国
地
域
情
報
産
業
団
体
連
合
会

（
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
、
辻
正
会
長
）
の
秋
季

総
会
が
十
月
十
八
日
、
大
垣
市
加
賀

野
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
開
か

れ
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
は
、
全
国
の
情
報
産
業

二
十
四
団
体
で
構
成
す
る
組
織
で
、

地
域
の
情
報
化
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
総
会
に
は
十
七
都

道
府
県
か
ら
七
十
人
が
出
席
し
、
来

年
度
開
催
す
る
「
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ａ
愛
知
県

大
会
」
の
中
間
報
告
や
各
県
の
業
界

状
況
等
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
ロ
シ
ア
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
を
招
待
し
、
ロ
シ
ア
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
講
演
を
聴
い

た
ほ
か
、「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ

メ
ッ
セ
」
の
視
察
も
行
っ
た
。

　

総
会
の
後
半
に
は
、
梶
原
知
事
よ

り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
全
国
の
代
表

者
に
対
し
、「
地
方
が
頑
張
る
時
代
。

各
地
方
で
Ｉ
Ｔ
業
界
の
発
展
に
努
め

て
頂
き
た
い
」
と
激
励
し
た
。

　

前
日
の
十
七
日
に
は
、
茶
会
を
催

し
、
来
賓
及
び
各
県
代
表
等
と
お
茶

を
楽
し
み
、
交
流
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び
に
つ
い
て

　

岐
阜
県
中
小
企
業
情
報　

月
号　

１１

１３

頁
に
掲
載
致
し
ま
し
た
「
秋
の
叙
勲
・

褒
章
中
央
会
関
係
者
」
に
お
き
ま
し

て
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
坪
口
昇
様
の
役
職
に
誤
り
が
あ
り
、

正
し
く
は
、
岐
阜
県
医
師
会
協
同
組

講
演
を
し
た
。
環
境
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
企
業
が
廃
棄
物
の
削
減
を
目

指
す
こ
と
は
、
必
要
不
可
欠
の
要
素

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

続
い
て
、
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、

建
設
混
合
廃
棄
物
に
関
す
る
企
業
の

取
り
組
み
等
が
発
表
さ
れ
、
来
場
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

日　

第
４
回
岐
阜
ブ
ラ
ン
ド
コ
レ

１１
ク
シ
ョ
ン
（
岐
阜
高
島
屋
・
特
設

会
場
）

　

日　

全
国
情
報
産
業
団
体
連
合
会

１８
秋
季
総
会
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　
　
　

組
合
関
係
女
性
経
営
者
等
全

国
講
習
会
（
第
一
ホ
テ
ル
両
国
）

　

日　

第　

回
岐
阜
県
職
業
能
力
開

２５

２５

発
促
進
大
会
（
未
来
会
館
）

〈
十
一
月
中
〉

２
日　

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
）

３
〜
７
日　

親
方
会
議　

高
山
（
飛

in

騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
）

５
日　

青
年
中
央
会
創
立　

周
年
記

３０

念
事
業
（
ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
岐
阜
）

６
日　
「
手
わ
ざ
工
房
匠
の
館
」
開
館

式
（
土
岐
美
濃
焼
卸
商
業
団
地
）

　

日　

組
合
青
年
部
全
国
講
習
会

１０
（
ホ
テ
ル
新
潟
）

　

〜　

日　

第　

回
中
小
企
業
団
体

１０

１１

５６

全
国
大
会
（
朱
鷺
メ
ッ
セ
）

　

一
・ 
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
適
正

な
採
用
・
就
職
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

求
人
求
職
の
秩
序
の
維
持
、公
平
・
公

正
な
採
用
の
確
保
、
採
用
内
定
取
消

し
の
防
止
等
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

二
・ 
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

が
全
面
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
雇

用
管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
そ
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る

た
め
、「
雇
用
管
理
に
関
す
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た

め
に
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関

〈
一
月
中
〉

　

日　

組
合
青
年
部
資
質
向
上
研
修

２８
会
（　

時　

分
〜
／
ホ
テ
ル
パ
ー

１７

３０

ク
）

合
副
理
事
長
様
で
あ
り
ま
す
。

　

謹
ん
で
訂
正
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
誤
掲
載
に
よ
っ
て
、
坪
口
様
並

び
に
岐
阜
県
医
師
会
協
同
組
合
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ

と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

廃
棄
物
削
減
に
取
り
組
む
企
業

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
業
主
の
皆
様
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

厚
生
労
働
省

大
垣
市
で
秋
季
総
会
を
開
催

全
国
地
域
情
報
産
業
団
体
連
合
会

　

企
業
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す

「
岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
中
央
会
・
県
中
小
企
業
産
業

廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
・　

地
球
環

（財）

境
村
ぎ
ふ
の
共
催
）
が
十
一
月
二
日
、

大
垣
市
加
賀
野
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　

県
内
の
企
業
や
自
治
体
か
ら
約
二

百
人
が
来
場
し
、
京
都
大
学
大
学
院

の
上
田
和
弘
教
授
が
、「
循
環
型
社
会

の
課
題
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
基
調

梶
原
知
事
の
あ
い
さ
つ

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
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す
る
指
針
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
者
は
、
雇
用
管
理
に
関
す
る

個
人
情
報
の
う
ち
健
康
診
断
の
結
果

や
病
歴
等
、労
働
者
の
健
康
情
報
が
適

正
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
留
意
し
て

下
さ
い
。

上田和弘教授の基調講演
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二
万
七
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円　
　

平
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年
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４
日

１７

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三


